
ネットワークは，1980年代の電話中心の時代から，規制緩
和，競争政策を経て，1990年代以降の IP（Internet Protocol）
技術をベースにしたインターネットの普及，さらに，PC，携
帯電話をはじめとするマルチメディア端末が広く利用される
ようになり，大きく変革してきました。現在では，ブロード
バンドユーザーは3000万を，高速モバイルユーザーは1億を
超えて，日本は世界でもトップクラスのブロードバンド・モ
バイル大国になっています。
最近の総務省の ICT（Information and Communication 

Technology）インフラの国際比較評価レポートによれば，「総
合評価で第1位ながら，普及度及び社会基盤性では未だ課題
有り。」となっています。また，政府の IT戦略本部が2009

年7月に発表した「i-Japan戦略2015」では，デジタル技術が
まるで「空気」や「水」のように，抵抗なく普遍的に受け入
れられ，経済全体を包摂する（Digital Inclusion），デジタル
技術・情報により，経済社会全体を改革して新しい活力を生
み出す（Digital Innovation）ことが明記されています。
一方，通信事業者では，IP技術により従来のネットワー
クを統合する次世代ネットワーク（NGN：Next Generation 

Network）への投資が拡大しています。今後，NGNの普及
により，固定─携帯融合，放送─通信融合・連携などによる
新しいサービスが提供されていく見通しであり，NGNは「i-

Japan戦略2015」を推進するうえでも重要な役割を担うこと
が期待されています。
日立は，NGNの発展，普及に向けて，第一に通信事業者
が進めるNGNの構築に貢献するソリューション・製品の提
供を強化していきます。具体的には，リッチコンテンツなど
による情報量の増加への対応が求められるトランスポート，
アクセス分野では，グローバル市場を視野に光・モバイル・
IP技術を活用した高速，高信頼，かつ環境負荷の低減を実
現するソリューション・製品の開発に注力しています。また，
サービス分野では，今後，固定，携帯，放送系の融合による
高度なサービスを効率的，迅速に提供できる基盤（SDP: Ser-

vice Delivery Platform）の機能強化を図っています。日立は，
これまでにモバイル分野を中心にコンテンツ，メッセージ
サービスなどに対応するWebサービス提供基盤を提供して
います。今後は，こうした分野での開発・構築ノウハウを生
かして，高度なサービスの提供とともにオペレーションの効
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率化を実現するSDPにより，通信事業者の発展と価値向上
に貢献するとともに，企業ユーザーがSDPを通して，自社
の業務に新たな価値を加えるソリューションの提供にも取り
組んでいきます。
次にビジネス分野では，企業の生産性向上，競争力を上げ

るという視点で，ワークスタイル改革を支援するソリュー
ション，製品群を「CommuniMaxシリーズ」として提供し
ています。具体的には，オフィス内の業務効率化，テレワー
クなどの環境を提供する IPテレフォニー，ビジュアルコミュ
ニケーション，顧客サービス向上を図る IPコンタクトセン

ター，さらに，こうしたソリューションを支える高信頼なルー
タ・スイッチなどのネットワークインフラを核に，企業ユー
ザーの多様なニーズに対応していきます。
ライフ・コミュニティ分野では，放送─通信の融合・連携
による新たなサービスを実現するソリューション・製品の提
供を重点に取り組んでいます。例えば，ホームネットワーク
と通信事業者のネットワークをつなぐホームゲートウェイの
製品化に加え，センターサーバとして映像配信，著作権管理
ソリューションなどを品ぞろえして，センターから家庭まで
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のトータルソリューションの提供を図っていきます。
日立は，通信事業者，ビジネス，ライフ・コミュニティの
幅広い領域においてNGNを活用した高機能，高信頼なネッ
トワークソリューション・製品の提供を通して，お客様とと
もに新たな価値の創造に向けた取り組みを強化していきます。
さらに，NGN技術を活用して，エネルギー，交通などの社
会インフラ分野での長年培った事業ノウハウ，技術の蓄積を
生かした社会イノベーションの拡大に貢献していきます。
本特集が読者の皆様のご参考になれば，幸いです。
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社会イノベーションの拡大に貢献する
ネットワークソリューション
20世紀末から加速度的に進んできた， コンピュータとインターネットの技術革新。
今日， ICT（Information and Communication Technology）は社会活動に不可欠な技術となり， 
情報通信ネットワークはあらゆる社会インフラの基盤となっている。
一方， 個人の価値観の多様化や地球環境問題への対応によって，
社会のあり方は大きく変わろうとしている。
これからの社会を支えていく基盤としての情報通信ネットワークに求められるのは， 
高度なセキュリティと信頼性， そして社会の変化を受け止めて新たな価値を生み出す， 
オープンでコラボレーティブな環境。
それらの要件を満たすのが， さまざまな情報通信網をIP（Internet Protocol）で統合する
次世代ネットワーク， NGN（Next Generation Network）である。
そのテクノロジーは， 社会や組織のあり方を革新し， さまざまな課題解決を実現していく
イノベーションの可能性を広げる。
NGNを基盤として社会イノベーションの拡大と進化に寄与するネットワークソリューション， 
日立はその提供を通じてICTの発展を加速させていく。



60 2009.11

information

 日立グループはエコプロダクツ2009に出展します。
社会イノベーション事業により、持続可能な社会をめざして。
エネルギーを“つくる”から“つかう”まで、あらゆる分野で将来世代にわたって
環境に配慮した快適な生活を続けられる社会の構築に貢献します。

今年の日立グループブースでは、「社会イノベーション事業により、持続可能な社会をめざして。」をテーマに、エネルギーを“つ
くる”から“つかう”まで、あらゆる分野で環境負荷を低減していく日立の製品・サービスをご紹介してまいります。
この機会に、私たち日立グループの環境活動に対するご理解を賜りますとともに、皆さまと共に持続可能な社会の構築に取り
組んでまいりたいと思います。
ご多忙のこととは存じますが、皆さまお誘い合わせの上、ご来場賜りますよう、お願い申し上げます。

会期 2009年12月10日（木）～12日（土）　10：00～18：00　※12日（土）は10：00～17：00

会場 東京ビッグサイト／東展示場／東3ホール／小間番号3-027

エコプロダクツ2009ホームページ→http://eco-pro.com

入場
無料

日立グループは、「地球温暖化の防止」「資源の循環的な利用」
「生態系の保全」を重要な3つの柱として、
製品の全ライフサイクルにおける環境負荷低減をめざした
グローバルなモノづくりを推進し、持続可能な社会の実現をめざします。

環境ビジョン

2009

火力、原子力など大電力発電所の効率化や、
風力発電などの自然エネルギーを効果的に運ぶ
スマートグリッドなど、グリーンエネルギーをご紹介します。

エコプロダクツ2009  日立グループブースのご案内

エネルギー

少ないCO2排出で多くの人を効率的に運べる鉄道を
主としたグリーンモビリティをご紹介します。

モビリティ

エネルギーの流れを支えるデータセンタや、
環境配慮を進めるシステムなど、
グリーン ITを構成する製品をご紹介します。

IT

生活に一番近いところで環境配慮を実践する
高効率な省エネ家電製品をご紹介します。

ホーム

環境ビジョンの取り組みや、
日立グループの生態系保全の活動をご紹介します。

環境コミュニケーション

●日立グループブース（東3ホール／小間番号3-027）

［お問い合わせ］
株式会社  日立製作所  地球環境戦略室
〒100-8220  東京都千代田区丸の内一丁目6番1号
TEL: 03-3258-1111（大代表）

日立グループの環境への取り組み

www.hitachi.co.jp/environment/
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